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しかし， その是非を 論んずることが， 本稿の目的ではない。 指摘したい
のは，1 つは， 教育の環境が 戦後著しく変化しできたことである。Tために
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教育は，ある程度定型化される必要が生じ，また，教育のシステム化も徐々
に進行してきているという点で ある。 第2 の点は， 研究に 関する方法も特
































） 知識 の伝達には，そ れに相応しい手段があるこ と。4
） 知識 の伝達のた めには，それは系 統立 てら れてい なけ ればならない こ
と。5
） 関連す る知識について 乱 その関連枝 につい て明らかにされてい るこ
と。6
） 知識 の開発・利用について時系 列的 な説 明が 付されてい るこ と。7
） 知識 につい ては，それが一般的なものであ るか，特定化されたものか
等 の利用 ガ イドが付されていること。8
） 知識 につい て理 解方法 と利用方 法につい てのガ イドが付されているこ
と。9
） 対立的知識 についての解説があ るこ と。10
） 学習過程がシステム化 されていること。11
） 学習過 程には目標かおること。12
） 学習過 程にはフ ィードバック・シ ステ ムかおるこ と。13
） 教育 にはパタ ―ンかおること。14
） 教育 のパタ ーンは， イタージで認識で きるこ と。15
） 教育には デ ータベ ースが確立しているこ と。16
） デ ータベ ース利 用についての情報技術が導入され てい ること。17


































序 ぶつけ られるこ とにな る。図2 はその一例を示したも のであ る。 ノニ ュー
はカリキュラム表や 科 目ご とに付 された講義 の概要 とい われる ものであ り，



























理 論 的 知 識
A
技 術 的 知 識
B
技 術 的 知 識













知識は，そ の元になる考え方や原理，技術等 の発展， 環境の変化，経験の
拡 大等に よって次第に増大し, 成長発 展す るものである。そし て,この成長 発
展を図6 の ように描くことができる。知識は,a ……n といった理論や技術
等 々のものによ り，時系列的な中 でそ の成長図を示す こ とができる。そ こで
伝達され る知 識の時間的成長発 展の前後関 係にそ の過 程で0 位置づけ を明確






























































であるが，ここに指摘し た事項は，教育 とい う立場から の知識伝達の方式 ・
方法を 情報通信とい う考え方から アレ ンジした もので，広い意味での知 識伝
達 におけ る一 般論ではない。そ の限 りでは，情報通信的 アプa －チによる知
識 教育とい うこ とができよ う。
そして，今 日の大学教育，特 に文系 の社 会科学系 列の教育環境 では，その
社会背景や基盤の変化 とそ の変化 の速 度か らみて，この ような考え方や技術
の導入は， 必要不可欠な ものとな りつつあ る といえる。
つぎにこの序説では，知識 伝達におい て重 要な方法の一つ とし ての教育 メ
ニューについて考え てみるこ とにする。 教育 メニューは，俗語的言い方であ
るが，教育につい てどのよ うな知 識が，どの ような考え方 で，どの ような順
に用意されているのか，そし てその特長はどこにあるのかを示し たものであ
る。大学では，履修要綱，履 修要覧， 学生便覧 ， 講義 要綱，( 以下これらを



















経営 管理，管 理行動，企業成長， 経営学研究の方 法 とい った ものである。











経 営 学 教 授 清 水 龍 螢
本講義は，企業成長 の立場から経営学を講ずるものである。 この経営学は，実践性
を もちながらしか も同時に科学性， 論理性をもつことによって現代日本の企業経営現
象をより深 く考え ようとするものである。
モの基本的命題は次のようなものであ る。 企業の利潤の源泉は人々 の創造性の発揮
にある。この創造性が利潤を生み，企業成長を促進する。 また企業 経営の軸は製品戦
略である。 現代企業 勿製品戦略の中心は安定製品のコストダウンと新製品・新事業開
発の2 つ であ る。前者は経営者の管理者精神で， 後者は企業家精神 によって支えられ
る。1
現代企業 の性格，2 企業成長と日本の特質,3 ト ップ・マ ネジメント,4 製品，5
組織，6 財務，7 経営関係，8 経営学研究のため の方法論
〈慶応義塾大学商学部〉









そこで， 本講では， これから本格的に経営学・経済学を学ぼ うとする者のための予
備的知識の提供をも目的としつつ， 日本 の株式会社をめぐって現在生じている様々な
問題と問題点につい て解説し， それを通じて現 在の日本 の株式会社の基本的性格を考
えてみることとしたい。
〈名古屋大学経済学部〉





































































































以上，紹介した若干 の例か ら理解 できる ように，2 つ のタ イプがあ る。1
つは，企業 とは何か，経営 とは何か ，経営者 の役割，戦 略の必要性 といった
点 から，経営学に興味を持たせ るこ とを重 視し た教育を採用している タイプ
であ る。他の1 つは，経営 学の方法論，学説から体系 を概説し，企業 論，経
営管理論の入門的講義 へ と展開してゆあ タイプである。ここでは，どのタ イ
プが優れてい るか とい うことには 関係な く，経営学を 学ぶ者に対し て，何を
知 識伝達として重要 と考えるか，そし て入門部分では， 何を与えてお くべき



































村 松 司 叙
このあと学生諸君が
〈成蹊大学経済学部〉




〈神戸 商科 大学 〉






































日本的経営 の変化などを どう考えた らよいかなどについて考える。2
年次で うけた経営学総論の識義について，まずその要点を まとめ最初に講義する。









経 営 学 総 論 教 授 坂 井 正 廣
私たちのクラスは「再履修者クラス」と呼ばれている。このことは， 受講生は既に
経営学総論を学んだことのある人びとであるという前提を意味していると私は考えて
いる。 それ故， 経営学の上級クラスとして， 組織の理論と管理の理論をケース分析




















ところ で，履修要覧等のものに掲載されている講義概 要は，一応のメニ ュ
ーであって，必要に応じ てメニ ューは変更された り，あ るいは新しい事項 が
付加された りするであろ う。特 に最近 の傾向 として国際化，情報化，日本的
経営 風土の特色等の点 が加 わり，そ れらの視点 から講義内容の組み立て直し
も考えられてい る。
しかし問題 となるのは，これ まで の経営 学教育 で扱ってきた企業 は，第2
次産業が主であって，今 日，第3 次産業，あ るい は第4 次産業 などの著しい




を1 ・2 年次対象，原理は3 ・4 年次対象として区別しているところとがあ
る。原理は経営学の原理を研究する講義科目と理解すると，初級は総論，上
級向けは原理ということになる。メニューについての例をみよう。


















して述 べ，後半で， それに伴って確立してくる企業の社会的責任の意味 と内容につい
て論及しながら，現代企業の将来展望をおこな う。
〈成蹊大学経済学部〉



































































































クスな学説史と理論 の紹介にあて， 後半で代表的実証研究の成果 に依拠した各論を手
掛ける予定でいる。 ト
〈東京経済大学経営学部〉
経 営 管 理 論 教 授 渡 辺 峻
現代企業におけ る労働・組織・管理の諸現象（ならびにその理論）を， 経営経済学
の諸命題に即して把握し，その歴史的経済的特質を究明することが， 社会科学として
の「経営管理論」（企業管理論）の目的といえる。 講義の重点 は, ①現代企業管理の
構造的特質, ②現代企業管理 の具体的実際を担う管理・事務労動者， ③企業管理 の諸
理論の特質，であ る。
第1 部「現代企業管理と管理労働」 第2 部「企業管理 の諸理論」
①「管理論」の動向と「科目の性格」 ⑦伝統的管理論 とその特質
②管理職労働とその手段お よび組織 ⑧人間関係論 とその特質
















教 授 関 口 操
〈慶応義塾大学商学部〉
経 営 管 理 論 教 授 車 戸 上 実
経営管理論は，とくにアメリカで発達した学問であり， 企業のManagement ない
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しManaging を取扱 う。したがって，この講義 の内容は以下のものとなるであろ ‰
マ ネジメント思想の歴史的考察，マ ネジメントのプロセス， 意思決定 の意味とプl==・
セス，組織における意思決定や特質，計画化の本質，モの種類 と体系， 組織化，責任
と権限, コンフリクトの問題，トップマ ネジメント とその責任， 近代的組織論，動機
づけ の理論，経営参加，統制お よびモの技法，マ ネジメントの将来など。
犬 〈早稲田大学商学部〉








経 営 管 理 論 非常勤講師 小 松 陽 。一(
甲南大学経営学部教授)
経営管理論の展開を学説的に講義する。 ①古典派経営管理論， ②人間関係学派，














を含めて後 者の場合で も活用し うる（大型プロジ ェクタ ーの利用を前提 とす
る）。また，あらかじめ クラスの構成をい くつかの班に分け て，課題研究方
式を導入す ることも一案 である。講義自体が科学的 に管 理され るこ とが，実
用的マネジメント教育 の今日的課題 となっているか らであ る。
この科学的 に管理 された教育といった場合には， まず教育 内容がっ ぎのよ
うな知識伝達区分を持ち，同時 に伝達プロセ スにはフ ィ ードバ ックル ープを
設け て，伝達 内容の正確な学習過程を 実現し なけ れば ならな だろ う。a
） 一 般的 ・共通的知識（理論 ・考え方 ）b
） 特定的 ・理論的知識（理論 ・考え方）O
一 般的 ・共 通的知識（技術 ・技法）d
） 特定的 ・技術的知識（技術・技法）O





























生 産 管 理 論 教 授 向 井 武 文
「生産管理論の根本問題」
企業の活動は，過程的には財崔 購買，労務，生産および販売 の 五つの機能から成
り立 っている。生産管理論は， 狭義においてはこのうち生産機能の合理的な形成 と維
持を中心課題 とする企業管理論の中核である。
今年度は，次 の問題を中心にして講義を行な う。(1)テイラー・システムの社会的背
景，(2)テイラー・システムの本質,(3) フォード・システムと生産 の自動化.(4) フォー
ディズムと企業 の社会的責任，㈲企業の変質 と新しい指導原理。
〈東 京経済大学経営学部〉
















生 産 管 理 論 助 教 授 高 桑 宗 右 ヱ門
生 産 管 理 に 関 す る諸 問 題 に つ い て ， 管 理 工 学 ・科 学 的 ア プ ロ ー チ に よる 立 場 か ら講
義 す る。 お も な 講 義 項 目 は 次 の通 りで あ る 。1.
生 産 管 理 の 意 義5. 生 産 統 制2.
全 般 的 生 産 計 画6. 生 産 管 理 シ ス テ ム3.
生 産 プ ロ セ ス計 画7. 自動 生 産 シ ステ ム ・FA4.
生 産 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ8. 生 産 管 理 情 報 シ ス テ ム
〈東 洋 大 学 経 営 学 部 〉
生 産 管 理 論 教 授 小 川 英 次
生 産 管 理 論 は 生 産 シ ステ ム の マ ネ ジ メ ン ト問 題 を 取 扱 う。 こ こ で 生 産 シ ス テ ム は 広
義 に 解 釈 さ れ る の が 今 日適 当 と な っ て い る 。 具 体 的 に い え ば 製 造 は い う に 及 ば ず 製 造
の 前段 階 で あ る 製 造 準 備 ， 製 品 テ ス ト ， 製 品 設 計 ， 研 究 開 発 等 は 生 産 シ ス テ ム の不 可
欠 な サブ ・ シ ス テ ム と考 え る の が よい 。 製 造 は も っ ぱ ら 「 も の 」 を 造 る こ と に か か お
る のに た い し ， 製 造 の 前 段 階 は主 とし て 「情 報 」 を 生 産 す る。 こ の 意 味 に お い て 生 産
管 理 は ， 製 造 な ら び に 製 造 に か か お る 情 報 の 生 産 を マ ネ ジ す る 問 題 を 扱 う
。
今 日の よ う に 市 場 ， 技 術 ， 社 会 の 変 化 が 著 し い と き ， こ れ ら 環 境 の 変 化
に 対 応 す る
た め 生産 シ ス テ ム は 大 き く変 化 さ せ ら れ る必 要 が あ る 。 し た が っ て 生 産 シ ステ ム を 土
台 とす る 生 産 管 理 も 当 然 大 き く 変 化 す るだ ろ う。 も ち ろ ん 生 産 管 理 シ ステ ム 自体 の 変
化 もあ る 程 度 可 能 だ ろ う。 し か し 生 産 シ ステ ム と 生 産 管 理 シ ス テ ム の 両 方 が 環 境 変 化
に 適 合 し て い る こ と が 望 ま し い 。 こ の よ うな 考 え 方 は， 最 近 台 頭 著 し い サ ー ビ ス ・ シ
ス テ ムに つ い て の マ ネ ジ メ ン ト に も 等 し く適 用 で き る 。 つ ま り今 日 の 生 産 管 理 論 は，
シ ス テ ム運 営0 マ ネ ジ メ ン ト論 あ る い は また シ ステ ム の 生 産 的 経 営 論 と も呼 ぶ こ と が
適 切 で あ る 。
うえ に 述 べ た よ うな 考 え 方 に 基 づ い て 生 産 管 理 論 の 講 義 は 以 下 の 順 序 で 行 な わ れ る
。
第1 部 生 産 管 理 の 基 礎8. プ=t セ ス と 職 務 の設 計1.
生 産 管 理 の 意 義9. 設 備 の マ ネ ジ メ ン ト2.
生 産 形 態10.r= ・ケ ー シ ョ ン と レ イ ア ウ ト の 問 題3.
生 産 管 理 形 態 第3 部 生 産 管 理 シ ス テ ム4.
生 産 戦 略11. 生 産 計 画
第2 部 生 産 シ ステ ム12. 日程 と 在 庫 の 管 理5.
研 究 開 発13. 品 質 管 理6.
製 品 ・ サ ー ビ ス の 開 発14. ト ヨ タ 生 産 管 理7
＼
作 業 の 標 準 化
㎜ 〈名 古 屋 大 学 経 済 学 部 〉
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非常勤講師 貫 隆 夫






以上，若干のメニュ ー例を 通し て，筆者はつぎの ような問題を 考え る。a)
生 産システ ムについて， どの年代から解説するか。b
） 生産管理技術の発展を どの辺 りから取 り上げるか （た とえ ば, テ ーラ
し 等は，歴史 の中 で話す）c
） 情報技術の導 入・適用 に よる システムの変化をFA のみならずOA
の立場との対比で ，どの程 度ふれるか （た とえば，CAD&CAM の問
題やロボット技術 ，計測化 シ ステムだけ でなく，0A との接点を検討
す ることに よる新しい システ ム設計の話など）注8）d
） マ ーケテ ィン グや研 究開発 の分野にどの程度まで立ち 入るか。e
） 技術革新 とシステ ム再設 計に よる新しい仕事と労働 の問題 注9）
り 第1 次産業や第3 次産業 等での生産概念,生産技術について の知識化
と教育につい ての間題。
これら の問題は，生 産管理論を扱 う担当者の専門化の方向やレ ベルに よっ
て，いろいろと異な るであ ろ うが，何らかの形 で問題指摘をし ながら，現 在
から未来への，あ るべ き生 産システ ム，生産技術お よび管理 思考 につい て，
適確な理解を導びき出せ る よう配慮すべきものと考え る。
また，シ ステムの理解や 技術 の理解を促進するためには，事例 の用 意ばか




























情 報 処 理 講 師 若 尾 良 男
「コンピ ュータ概論」
今 日の社会においてコンピュータは不可欠であ り， これを有効に利用するためには
コンt: ュータの理解が必要であ る。コンピ ュータとは何か，どのように動作し， どの
よ うに利用し ていけばよいかとい ったコンピュータの基礎を学ぶ。1




情 報 処 理 論( 全) 教 授 定 道 宏(
神戸 大学経済経営学研究所)
電子計算機の基礎知識について講義お よび実習を行 う。講義 では， 電子計算機が情
報をどのように処理するか，モの仕組みを解説し， 主要項 目として次 の知識をカバ ―
する。(1)
電子計算機の構成 ・動作，(2)オペレーティングシステム,(3)TSS 処理・ バッチ
処理・リアルタイム処理，(4)ファイル編成とデータ構造，(5)データ通信と誤り制御，(6)
コンピ ー－ タネット ワー久(7) 人工知能用言語等
実習では，情報処理教育センターにあるTSS 端末を操作して 基本的なプリクラミ
ン ク技術を習得させる。TSS 端末の操作法をBASIC 言語によるプリ クラミンクを通
じて演習を行い，プl==Zダラミング の 基本的手法をFORTRAN77 言語に より行 う。
次の具体例で実習する。(1)肥満度計算，(2)初等統計値の計算，(3)成績表および棒グラ
フの作成,(4) 電話番号検索，(5)シリトリ,(6) 預金出入れ機のプ ＝tグラミング等。<
京都大学経済学部〉
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情 報 管 理 論
〈東洋大学経営学部〉




























経 営 情 報 論 専任講師 旭 貴 朗
次の項目を取り上げながら議論を進める。





経 営 情 報 シ ステ ム 論 助教授 － 瀬 益 夫
「経営意思決定とコンビ 。－タ・ベースの情報システ ム」




追って順に解説し，それぞれの特徴や課題を明らかにしてい く。 年3 回のレポートを
課す。コンピ ュータは使わない。ビデオ教材の利用も予定し ている。
〈東 京経済大学経営学部〉
















教 授 涌 ・田 宏 昭
と 情 報 科 学 を 基 礎 と し て ， 経 営 管 理 の 情 報 的
（8） 経営情報科学と社会情報システム
〈東洋大学経営学部〉


































最 後に掲載し た事務管理論 ，経営機械化論は，すでに昭 和30年 代後半頃 よ
り設置されてきた科 目であるが，経営学教育では，コンピ ュータの関係科 目，
情報管理論， 情報 システ ム論関係科目に対して，そ の前駆的な科 目でもあ り，
事務管理論は他方 では， オフィ ス論，情報整理学 とも関連を もつ。つ ま りそ
























































































）VTR やPC 通信に併用して，画像的テキストとして，下記0 文献も参考とな
る。つまり，専門知識が，図解されているめである。jEdwardDeBono's,AtlasofManagementThinking,TempleSmith,1981j5








） たとえば，つ ぎの文献 もその一例である。涌田・人見共著「FA とOA 」 日刊工
業新聞社，昭.58.9
） 新しい企業環境での仕事 の変化につい ては，c.Bezold,R.J.Carlson&J.C.Peck,TheFutureofWorkandHealth,AuburnHousePublishingCompany,1986
があ り， 未来性のあ る職業の分析を通しての組織構造の変化 の解説pp.40-45
等は，教材データとなる。
また，「人間化」 との関係では，田尾雅夫著「仕事の革新」白桃書房，昭.62.
があ る。仕事の革新 傾向の一つの問題点の指摘部分を紹介しておこ う。
「また，物を 作る，いわゆる第二次産業は依然として産業化社会 の イ ソフラス
トラクチュアを構成する基 礎要件ではあるが，その重要性はい くらか低下しつつ
あ る。逆に，医療や教育，福祉のような人間的サービスを提供した り，それを媒
介する仕事や職業が急速にそ の比重を高めつつあ る。また増大の一途にあ る余暇
乱 それを 消化 するため の就労機会を大きくし，余暇そのものが1 つ の産業 とし
て地歩を固めつつあ る。
このようなサ ービ ス関連の産業はすべて何らかの形で人間性と直接関わ りをも
たざるを得 なくなる。 さらにいえば，自らの職業的エート スのなかに人間性を評
価し位置づけ なけ れば，社会 のなかで存続することが難し く，正 当性を得ること
もできない。これらの仕事は，いわば人間性を再生産してい るのである。」（8 頁）
また，こうした技術革新 の影響を経営学教材の概説書に積極的に採 り入れた も
のとしては，たとえば一寸木編集「現代経営学入門」有斐閣， 昭.56 をあげる
ことができる。しかし， これはJ. ウッドワード等の数 々の所説を引用した解説
書で， わが国や欧米の 企業についての 実証的研究書ではない。 これらについて
は，政府や研究機関発行の資料を参照しなければならない。10



















昭和63年3 月3 日 涌 田 宏 昭
